




























木と友達 

身近な木で季節を感じよう 

 

 

 

 

 

まず、校内の樹木マップを作っておきましょう。専門家を招いて作るのもよいでしょう。

できあがったら、マップをもとにＭＹ
マ イ

樹木を選んでみましょう。身近な樹木に目を向けて、

年間を通して観察すれば、季節とともに変化する様子も観察できます。樹木をよき教材と

して、活用していきたいものです。 

   

 

指導のポイント 

・観察ポイントを指示する。 

「今日は、葉に注目しましょう。」 

「木の幹はどんな模様でしょう。」のように、観察の視点を与える。 

・樹木図鑑を教室に備えておく。 

『知りたい』と思ったときに、すぐに調べられる環境を整える。 

・校内の樹木マップを作成しておく。 

 この学習に取り組むのをチャンスと捉えて専門家を招き、事前に学ぶ。 

・できれば、校区内に観察に適したフィールドがないかを事前に調べておく。 

 

学習の流れ ～１年間を通して～ 

主な学習活動 体験活動 専門講師、施設等

     ◎ 桜の木を観察しよう。 

       ・花を詳しく観察しよう。 

 

 ★ ＭＹ樹木を決めよう。    

      

 

 

 

 

     ◎ 桜の木はどうなったかなあ。 

       ・葉を詳しく観察しよう。   

 ★ ＭＹ樹木はどう変化したかなあ。 

   ・春の様子と変わったところを 

見付けよう。 

花・葉・樹皮など何に視点を当てて観察さ

ソメイヨシノやヤ

エザクラの花に視

点 を 当 て 観 察 す

る。 

木に寄って来る虫

や鳥についても観

察する。 

 

 

葉を採集して、葉

脈や鋸歯（きょし）

などを虫眼鏡で観

察する。 

採集した葉を押し

葉標本にし、観察

 

 

 

夏 

何という木かなあ。 

１年間調べてみよう。 

春 

満開できれ

い。花びらは

何枚かなあ。
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